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保護者の皆様ヘ

鉾田市教育委員会教育長 鬼 澤  明

鉾田市立白鳥西小学校長 五十野亀久雄

弾道 ミサイル発射の緊急事態における対応について

秋麗の候,保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また, 日

頃より本市並びに本校の教育活動に,ご理解 とご協力をいただきまして,誠にありがと

うございます。

さて, 8月 29日 , 9月 15日 と北朝鮮から続けて弾道 ミサイルが発射 されました。今後

も緊急事態等がいつ発生するとも限らない状況が続いています。弾道 ミサイルが発射 さ

れた場合,10分程度で日本上空に到達するため,即時対応が求められています。 自分の

身を守れるよう,学校でも児童生徒に対 し指導 してお りますが,保護者の皆様にもご理

解いただくとともに,下記の内容につきまして,ご家庭で改めてお子様 と確認 していた

だきたいと思います。

なお,今後も引き続き,安全教育に力を入れて対応 してまい ります。ご理解・ ご協力を

お願いいたします。

記

O Jアラー トが鳴ったときは・・・

(1) 登校前に にいた場合は,そのまま待機 し ミサイル通過や屋内退避

解除の情報を確認した後,落下物などに注意して登校する。

※ 登校時刻を過ぎても大丈夫です。あわてずに登校する。

(2)登下校中に「防災ほこた」からの Jア ラー ト情報を知った場合は,

・学校や家が近い場合は近い方に避難する

の中に避難する。近 くに建物がない場合は,物陰に身を隠すか,地面

に伏せて頭部を守る。

(4)建物内にいる場合は,カーテンを開め,窓から離れる。

○ ミサイルが近くに着弾した場合の対応

・口と鼻をハンカチ等で覆い,現場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内

または風上へ避難する。

・換気扇を止め,窓を閉め,日 張りをして室内を密閉する。

※ 防災ほこたで緊急事態 (Jア ラー ト等)に関する放送があった場合は,緊急事

態が解除されるまでは外出は控える。

。近くに建物がある場合には,そこに避難するか「こどもの110番
の家」等を利用して避難する。

・建物がない場合は,物陰に身を隠すか,地面に伏せて頭部を守る。

・ミサイル通過や屋内退避解除の情報が確認できたら登校する。

(3)外遊びをしているときやスポーツ活動などで屋外L壼 る場合は,建物



日 ■P ==J ′  口′ 卜 の 情 報 伝 達__II饉_3_整_壺□L三≧ い て

【ミサイル発射情報・避難の呼びかけ】 ミサイル発射の情報が入つたら

【遍過情報】

【直ちに選腱することの暉びかけ】

【薔下推定 (日 本の個海外の海城に薔下)】

【薔下推定 く日本の傾土・傾海に薔下)

○ ミサイルが近くに着弾した場合の対応

・ 口と鼻をハンカチ等で覆い,現場から直ちに離

れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

・換気扇を止め,窓を開め,日 張 りをして室内を

密閉する。

」IL
③日本の領土・領海に落下する可能性

先程 のミサ イル は、●●海 に
た模 様 です 。不審 な物 を発 見
合には、決して近寄らず、直ち
や消防などに連絡して下さい。
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外 の 域 に日 の
直ちに避難 。直ちに避難 。直ちに建
物の中、又は地下に避難して下さい。
ミサイルが落下する可能性 がありま
す。直ちに避難して下さい。

ミサイル落下。ミサイル落下。
ミサ イル が ● ●地 方 に落 下 した可能
性 が あ ります 。続 報 を伝 達 します の
で、引き続 き屋 内に避難 して下さい。

を行 い ます。
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変 わ ります

その後 ,災 害 対策 本 部 等 か ら指
受けての対応となります。
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ミサイル通過や屋内退避解除の情報を確認 し
|

た後,落下物などに注意 して登校する。   |
(2)登下校中は,               1

・学校や家が近い場合は近い方に避難する。 |

。近くに建物がある場合には,そ こに避難す
|

るか 「こどもの 110番の家」等を利用し
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・建物がない場合は,物陰に身を隠すか,地 |

面に伏せて頭部を守る。        |
・ ミサイル通過や屋内退避解除の情報が確認
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できたら登校する。           |
(3)外遊びをしているときや部活動の練習などで

|

屋外にいる場合は,建物の中に避難する。近
|

くに建物がない場合は,物陰に身を隠すか,.

地面に伏せて頭部を守る。

(4)建物内にいる場合は,カ ーテンを閉め,窓か

ら離れる。


